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◎広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、総社市への思い、あなたの身近な出来事
など好きなことをお書きください。絵も受け付けています。

今 月 の 表 紙

おたより待ってます

コンペで決まった通年版と
春版の総社の観光ポスターと
提案した岡山県立大学の学生

■「れとろーど」の取材をして、
「昔は、楽しみな行事がいっぱ
いあったね」と往時をしのぶ声
をよく聞いた。皆さん、本当
にかつての商店街のにぎわい
を望んでいるのだと感じた。
■もう３月だ。やりたいこと
は山のようにあるが、頭と体
がついていかない。
■古紙偽装の影響は広報そう
じゃにも。Ｒ１００と表示して
いたが、実はＲ７０だった。そ
れと今月は、岡山県立大学に
取材に行く機会が多かった。
学生さんたちが紙面に登場す
る回数も増えていく予感…。

※投稿いただいた記事は紙面の都合上一部編集させて
いただくことがあります。あらかじめ御了承ください。

編 集 後 記

読者のページ

読者の皆さんから届いたお便りなどを紹介します
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市図書館からの
　　　 お知らせ問い合わせ 市図書館（1(3４４２２） 開館時間 ９：００～１８：００

休館日 ３月３日、１０日、１７日、２０日、２４日、３１日

［今月の催し物］

近江哲史・著　日外アソシエーツ

●おとぎのへや
日時 ３月１日g、午後３時から
内容 絵本の読み聞かせなど

●おはなしのへや
日時 ３月８日g、１５日g、いずれ

も午後３時から
内容 絵本の読み聞かせなど

●アニメのへや
日時 ３月２２日g、午後３時から
内容 アニメの上映　

●このゆびとまれ
（乳幼児のための読み聞かせ）
日時 ３月２５日c、午前１０時から
内容 絵本の読み聞かせなど

和 菓子のほん
中山圭子・文　阿部真由美・絵　福音館書店

日本独特のお菓子である「和菓子」に
は、日本人の自然に寄せる思い、美を感
じる心が宿っています。日本の四季のう
つりかわりをその色や形でたくみに表す
和菓子を紹介し、その材料や作り方など
を説明。

図書館でこんにちは

分野　　　書　　　　名 著者・出版社名
宗教　江戸の高僧伝説　 堤邦彦・著　三弥井書店

歴史　心の貌　 文芸春秋

経済　大変化　 伊藤元重・著　講談社

教育　子どもの身体力の基本は遊びです　

汐見稔幸・著　旬報社

地学　ニッポンの二十四節気・七十二候　 誠文堂新光社

生物　絶滅危惧の野鳥事典　 川上洋一・著　東京堂出版　

生活　給料はこうして増やしなさい！　　　　　　　　　　

荻原博子・著　ダイヤモンド社

生活　ばあばに教わる役立つ家事の知恵３１１ 日本ヴォーグ社

建築　図説ヴェルサイユ宮殿 中島智章・著　河出書房新社

芸術　書の見方　 名児耶明・著　角川学芸出版

詩歌　昭和維新の朝 工藤美代子・著　日本経済新聞出版社

文学　相棒　 五十嵐貴久・著　ＰＨＰ研究所

文学　立派になりましたか？　 大道珠貴・著　双葉社

文学　ユングフラウ 芦原すなお・著　東京創元社　

文学　桃山ビート・トライブ　 天野純希・著　集英社

文学　５年３組リョウタ組　 石田衣良・著　角川書店

文学　魔女の盟約　 大沢在昌・著　文芸春秋

文学　メフェナーボウンのつどう道　　　　　　　　　　

古処誠二・著　文芸春秋

文学　萌神分魂譜　 笙野頼子・著　集英社

文学　パワー系１８１　 墨谷渉・著　集英社

文学　キュア　 田口ランディ・著　朝日新聞社

文学　はじまらないティータイム　 原田ひ香・著　集英社

文学　たすけ鍼　 山本一力・著　朝日新聞社

文学　紅雲町ものがたり　 吉永南央・著　文芸春秋

文学　ロジャー・マーガトロイドのしわざ　　　　　　　

ギルバート・アデア・著　早川書房

文学　猫のパジャマ レイ・ブラッドベリ・著　河出書房新社

［今月の新刊］

図書館はさまざまな要望に応えてくれ
る宝の山である。いろいろな図書館を使
い、その活動に関わってきた著者が、今
までの自身の活動や人と本との関わりを
楽しむ方法、新しい図書館像などを語る。

月日（曜） 駐　車　場　名　　　　 駐車時間

3月 6 日E 昭和出張所 14:00～14:30

清梁園 15:00～15:30

3月 7 日F ゆめタウン 15:00～15:30

西公民館神在分館 15:35～16:15

3月 8 日G 常盤たんぽぽ児童クラブ 14:10～14:30

桃山団地集会所 15:00～15:40

3月 9 日A 日羽公民館 10:30～11:10

西公民館新本分館 14:00～14:30

中央公民館総社北分館 15:00～16:00

3月11日C 東公民館服部分館 15:00～15:30

3月12日D 昭和公民館下倉分館 15:30～16:00

3月13日E ＪＲ豪渓駅前 14:30～15:00

中央公民館池田分館 15:30～16:00

3月15日G 山手公民館 10:00～10:30

清音公民館 11:00～11:30

中須加（総社中央小広場）13:30～14:00

3月16日A 旧ＪＡ三須支店 10:30～11:10

槁集会所 14:00～14:20

昭和公民館富山分館 14:40～15:00

種井公会堂 15:20～15:40

3月18日C 大谷公会堂 14:30～15:00

西公民館秦分館 15:30～16:00

3月19日D 東阿曽公会堂前 14:30～15:00

東公民館阿曽分館 15:20～16:00

3月26日D 西公民館山田分館 14:30～15:00

西公民館久代分館 15:30～16:00

［自動車文庫巡回日程］

焼くためにすくもの上に並べられた作品

無邪気に楽しむ参加者




